
開
け
と
な
っ
た
孫
文
の
辛
亥
革

命
が
百
周
年
を
迎
え
た
の
を
機

に
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

議
員
の
会
は
、
今
年
度
か
ら

玄
洋
社
記
念
館
の
賛
助
会
員
に

加
入
。
関
係
行
事
へ
の
参
加
も

会
の
活
動
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

　
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

へ
は
、
会
と
し
て
初
の
参
加
と

な
っ
た
。
吉
村
理
事
長
は
挨
拶

の
中
で
「
今
日
は
政
治
を
学
ぶ

会
の
先
生
方
に
も
ご
出
席
い
た

だ
い
た
。
日
本
の
政
治
理
念
を

学
ぶ
と
い
う
先
生
方
に
敬
意
を

表
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

同
日
の
顕
彰
祭
に
は
、
福
岡

市
議
会
に
昨
年
十
月
、
党
派
を

超
え
た
有
志
議
員
で
設
立
さ
れ

た
「
玄
洋
社
に
政
治
を
学
ぶ
議

員
の
会
」（
会
長
、
妹
尾
俊
見

議
員
＝
玄
洋
社
記
念
館
理
事
）

の
会
員
八
人
も
参
列
し
た
。

　
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
世

界
の
激
動
期
に
、
日
本
の
独
立

を
守
り
、
ア
ジ
ア
の
解
放
運
動

を
支
援
し
た
玄
洋
社
と
そ
こ
に

集
っ
た
諸
先
覚
の
足
跡
に
触
れ

て
政
治
の
本
質
を
学
び
、
真
の

政
治
家
と
し
て
の
自
ら
の
感
覚

を
さ
ら
に
磨
く
」
こ
と
を
目
的

に
、
昨
年
、
中
国
近
代
化
の
幕

　

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅
先

生
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
「
廣
田

弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
が
五
月
十

九
日
、
福
岡
市
中
央
区
城
内
五

（
福
岡
市
美
術
館
入
り
口
）
の

廣
田
弘
毅
先
生
銅
像
で
行
わ
れ

た
。
社
団
法
人
玄
洋
社
記
念
館

の
主
催
。
約
三
十
人
が
参
列
し

た
。

　

福
岡
県
護
国
神
社
の
安
岡
究

・
権
禰
宜
に
よ
っ
て
祝
詞
奏
上

な
ど
の
神
事
が
進
め
ら
れ
た
。

筑
前
琵
琶
保
存
会
会
主
、
青
山

旭
子
師
が
、北
川
晃
二
作
詞「
廣

田
弘
毅
」
を
献
奏
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
（
社
）
玄
洋

社
記
念
館
の
吉
村
剛
太
郎
理
事

長
は
、
ま
ず
、
廣
田
先
生
が
外

交
官
で
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
「
今
、
ち
ょ
う
ど
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

の
即
位
六
十
周
年
記
念
行
事
に

招
か
れ
て
英
国
を
公
式
訪
問
さ

れ
て
い
る
。
今
日
の
顕
彰
祭
に

は
、
両
陛
下
が
無
事
に
役
目
を

終
え
て
帰
国
な
さ
る
よ
う
願
う

意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
」

と
、
こ
の
日
の
顕
彰
祭
の
も
う
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▽
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尾
霊
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「
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＝
２
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内
部
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面
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＝
４
面
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孫
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５
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▽
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６
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一
つ
の
意
義
を
披
露
し
た
。
さ

ら
に
廣
田
先
生
の
偉
業
に
関
し

て
「
天
皇
陛
下
か
ら
組
閣
の
大

命
を
拝
し
た
廣
田
先
生
は
、
吉

田
茂
を
外
務
大
臣
に
し
よ
う
と

し
た
が
、
自
由
主
義
的
思
想
を

持
っ
て
い
る
と
し
て
軍
部
の
反

対
に
合
っ
た
。
廣
田
先
生
は
、

軍
部
と
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ

な
い
闘
い
を
さ
れ
た
。
こ
の
愛

国
の
至
情
は
学
ば
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　

廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
は
、

従
来
は
社
団
法
人
廣
田
弘
毅
記

念
青
少
年
育
成
会
が
主
催
し
た

が
、
同
会
が
（
社
）
玄
洋
社
記

念
館
に
合
併
（
昨
年
九
月
一
日

登
記
）
し
た
こ
と
に
よ
り
、
顕

彰
祭
も
今
回
か
ら
記
念
館
の
主

催
に
な
っ
た
。

市
議
会
の
「
議
員
の
会
」
が
初
参
加

玄　　　　　　　　　洋（１）平成２４年９月１日 第　１１3　号

廣田弘毅先生顕彰祭

「愛国の至情学ぶべし」
記念館主催で最初の斎行

廣
田
先
生
の
銅
像
の
前
で
顕
彰
の
神
事
が
行
わ
れ
た



（
前
号
よ
り
続
く
）

　

進
藤
先
生
は
僕
の
無
禮
を
気
に
も
か
け
な
い
風
で
、
後
か

ら
社
に
着
か
れ
る
と
何
か
と
出
發
の
準
備
に
心
を
配
っ
て
下

さ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
今
思
っ
て
も
此
の
時
の
無
禮
は
冷
汗

三
斗
の
思
い
で
あ
る
。

　

勿
論
、
此
の
電
報
は
安
永
か
ら
僕
に
義
軍
の
構
想
を
の
べ

て
上
京
を
促
が
す
主
旨
の
も
の
で
、
同
時
に
小
野
鴻
之
助
、

眞
藤
愼
太
郎
を
推
薦
し
た
い
と
い
う
可
成
り
長
文
の
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
安
永
は
僕
と
の
約
束
を
確
實
に
果
た
し

た
。

　

此
の
安
永
が
中
々
剛
直
な
男
で
あ
っ
た
が
、
又
小
野
も
体

格
の
逞
ま
し
い
剛
の
者
で
、
此
の
二
人
は
太
田
大
次
郎
と
三

人
、
福
岡
の
三
傑
と
稱
せ
ら
れ
る
豪
の
者
だ
っ
た
。
後
に
小

野
は
葛
把
載
（
か
ぱ
さ
い
）
の
激
戰
で
左
脚
を
失
う
た
程
の

働
ら
き
を
し
た
の
だ
が
、
此
の
時
は
僕
が
安
永
の
電
報
を
見

て
大
い
に
喜
ん
で
居
る
の
に
引
き
か
え
、
小
野
は
安
永
に
指

図
さ
れ
る
の
が
気
に
入
ら
な
い
風
で
あ
っ
た
が
僕
が
説
得
に

つ
と
め
た
。

　

傍
か
ら
進
藤
先
生
も
「
苟
く
も
國
家
の
大
事
に
志
す
も
の

が
私
情
に
こ
だ
わ
る
様
な
事
が
あ
っ
て
は
ら
な
い
」
と
諭
さ

れ
た
の
で
小
野
も
柴
田
と
一
緒
に
行
く
と
言
う
。
僕
は
「
明

日
發
と
う
と
思
う
と
る
よ
」
と
言
っ
て
二
人
一
緒
に
發
つ
こ

と
に
し
た
。

　

其
の
夜
は
進
藤
先
生
を
中
心
に
し
て
四
、
五
人
で
鍋
を

つ
ゝ
い
て
酒
を
く
み
別
れ
を
告
げ
た
。
羽
織
一
枚
も
持
た
ぬ

身
軽
な
体
だ
っ
た
が
矢
張
り
何
か
あ
わ
た
だ
し
い
感
じ
が
し

て
居
っ
た
。
こ
れ
が
義
軍
の
始
ま
り
の
話
で
あ
る
。

（
こ
の
項
お
わ
り
） ▶ 18 ◀

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

祭
典
の
継
続 

誓
い
新
た
に

「
招
魂
祭
」
厳
か
に
斎
行

進
藤
喜
平
太
翁
追
憶
談　

柴
田　

麟
次
郎
（
談
）

　

進
藤
翁
の
逸
話　
　
　
　

藤
本　

尚
則
（
談
）

　

西
郷
隆
盛
と
の
盟
約
を
守

り
、
西
南
の
役
に
呼
応
し
て
決

起
し
、
討
伐
の
官
軍
を
相
手
に

壮
烈
に
散
華
し
た
旧
福
岡
藩
青

年
志
士
を
慰
霊
す
る
「
明
治
十

年
福
岡
の
変
招
魂
祭
」
が
、
財

団
法
人
明
道
会
（
山
崎
拓
理
事

長
）
の
主
催
で
六
月
三
日
、
福

岡
市
中
央
区
平
和
三
丁
目
の
平

尾
霊
園
「
魂
の
碑
」
苑
で
斎
行

さ
れ
た
。
志
士
の
遺
族
、
崇
敬

者
ら
が
出
席
し
た
。

　

頭
山
満
翁
揮
毫
の
力
強
い

「
魂
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
碑

の
前
で
、
警
固
神
社
の
神
職
に

よ
る
神
事
が
行
わ
れ
、
第
二
の

明
治
維
新
を
目
指
し
て
日
本
の

近
代
化
の
礎
に
な
っ
た
武
部
小

四
郎
、
越
知
彦
四
郎
ら
討
ち
死

に
、
自
刃
、
刑
死
、
獄
死
し
た

百
三
柱
の
偉
徳
を
偲
ん
だ
。

　

山
崎
理
事
長
は
「
脈
々
と
受

け
継
が
れ
る
黒
田
藩
勤
王
派
の

歴
史
の
中
で
、
明
治
十
年
の
福

岡
の
変
は
大
き
な
意
義
を
持
っ

て
い
る
。
歴
史
的
に
重
大
な
意

義
を
持
っ
た
青
年
志
士
の
反
政

府
、
反
骨
の
意
識
を
、
我
々
は

次
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　

主
催
者
事
務
局
の
波
多
江
健

一
・
明
道
館
館
長
は
「
招
魂
祭

参
加
者
は
高
齢
化
し
て
い
る

が
、
理
事
長
か
ら
は
一
人
に

な
っ
て
も
続
け
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
変
わ

ら
ず
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
に
は
「
魂

の
碑
」
苑
に
関
す
る
資
料
が
配

布
さ
れ
た
。
苑
内
に
は
「
魂
の

碑
」
の
ほ
か
、
千
代
の
松
原
招

魂
碑
、
清
水
正
次
郎
碑
、
香
月

恕
經
碑
、
舌
間
慎
吾
碑
、
松
浦

愚
碑
、
箱
田
六
輔
碑
な
ど
が
あ

る
。「
福
岡
の
変
」
か
ら
百
三

十
年
の
平
成
十
九
年
六
月
三
日

に
斎
行
さ
れ
た
招
魂
祭
で
は
、

記
念
事
業
と
し
て
苑
入
り
口
に

建
立
さ
れ
た
福
岡
の
変
、
魂
の

碑
を
解
説
す
る
石
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。

　

勤
王
・
倒
幕
に
奔
走
し
た
志

士
、
平
野
國
臣
の
生
誕
祭
が
、

三
月
三
十
一
日
福
岡
市
中
央
区

今
川
一
丁
目
の
「
平
野
神
社
」

で
行
わ
れ
た
。
北
海
道
は
じ
め

全
国
か
ら
遺
族
、
崇
敬
者
な
ど

約
六
十
人
が
出
席
し
た
。（
４

面
に
関
連
記
事
）

　

社
殿
で
山
内
勝
二
郎
宮
司
に

よ
り
慰
霊
、
顕
彰
の
神
事
が
行

わ
れ
、
詩
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

開
場
を
、
近
く
の
鳥
飼
八
幡

宮
参
集
殿
に
移
し
直
会
（
な
お

ら
い
）
が
開
か
れ
た
。

　

平
野
神
社
責
任
役
員
の
吉
村

剛
太
郎
氏
（
社
団
法
人
玄
洋
社

記
念
館
理
事
長
）
は
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し

た
。
復
興
に
力
を
合
わ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本
人
の

叡
智
と
努
力
は
期
待
で
き
る
。

叡
智
を
以
て
日
本
の
近
代
化
に

先
べ
ん
を
つ
け
た
の
が
、
平
野

國
臣
先
生
だ
」
と
挨
拶
し
た
。

　

大
阪
府
豊
中
市
在
住
の
國
臣

の
玄
孫
、原
國
俊
氏（
64
）は
、

國
臣
の
「
生
野
の
義
挙
」
に
触

れ
「
商
用
で
生
野
（
京
都
府
）

へ
出
か
け
た
時
の
こ
と
だ
が
、

現
地
で
歓
待
さ
れ
た
。
先
祖
は

い
い
仕
事
を
し
て
い
て
く
れ

た
、
と
う
れ
し
く
思
っ
た
」
と

語
っ
た
。

　

出
席
者
は
國
臣
の
偉
業
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
懇
談
の
時
間

を
過
ご
し
た
。

玄　　　　　　　　　洋平成２４年９月１日 第　１１3　号（２）

遺徳偲び生誕祭

平野神社で行われた平野國臣の生誕祭

勤王の志士・平野國臣

厳
か
に
斎
行
さ
れ
た
「
明
治
十
年
福
岡
の
変
招
魂
祭
」



　

進
藤
翁
が
亡
く
な
ら
れ
た
大
正
十
五
年
の
五
月
、
當
時
の

九
州
の
新
聞
記
事
を
私
が
保
存
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
依
っ
て
進
藤
翁
の
逸
話
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

翁
は
徹
頭
徹
尾
民
權
主
義
で
一
貫
し
た
人
で
あ
り
ま
し

た
。
か
つ
て
大
原
義
剛
氏
が
士
官
学
校
入
学
の
希
望
を
抱
い

て
こ
れ
を
翁
に
相
談
し
た
時
に
は
「
今
更
ら
官
軍
に
降
服
す

る
の
か
」
と
手
き
び
し
く
言
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
如
何

に
藩
閥
政
府
を
憎
ん
で
居
ら
れ
た
か
を
知
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　

玄
洋
社
の
或
る
豪
傑
が
支
那
に
行
く
際
そ
の
屋
敷
に
留
別

の
宴
を
張
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
豪
傑
に
い
さ
ゝ
か
酔

狂
の
癖
が
あ
っ
た
の
で
盛
ん
に
客
を
手
こ
ず
ら
せ
て
居
り
ま

し
た
。
此
の
時
翁
は
黙
っ
て
庭
に
下
り
る
と
そ
こ
ら
一
面
に

散
り
し
い
た
落
葉
を
か
き
集
め
て
、
そ
れ
に
火
を
着
け
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
に
し
ろ
箒
目
の
は
入
っ
て
居
な
い
豪

傑
の
庭
で
火
は
忽
ち
落
葉
に
燃
え
移
り
皆
が
總
立
ち
に
な
っ

て
騒
ぎ
出
し
た
の
で
、
主
人
の
今
ま
で
の
酔
も
す
っ
か
り
さ

め
て
仕
舞
っ
て
よ
う
や
く
火
を
消
し
止
め
た
と
言
う
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　

酔
狂
を
す
る
様
な
奴
は
そ
の
家
ぐ
る
み
焼
い
て
仕
舞
う
ぞ

と
言
う
一
睨
み
、
そ
の
豪
傑
は
す
っ
か
り
参
っ
て
そ
れ
か
ら

は
悪
い
癖
が
直
っ
た
と
言
う
事
で
あ
り
ま
す
。

　

頭
山
翁
を
山
と
例
え
れ
ば
、
進
藤
翁
は
水
の
様
な
人
で
あ

り
ま
し
た
。
作
ら
ず
飾
ら
ず
黙
々
と
し
て
自
分
の
所
信
に

向
っ
て
進
む
と
言
う
人
格
で
あ
り
ま
し
た
。
明
治
十
四
年
頃

平
尾
山
の
開
墾
所
で
玄
洋
社
の
連
中
と
一
緒
に
晴
耕
雨
讀
の

生
活
を
さ
れ
た
時
に
論
語
の
講
義
で

　

人
知
ら
ず
し
て
愠
（
ふ
ぶ
く
）
ま
ず　

亦
君
子
な
ら
ず
や

　

と
言
う
句
が
あ
っ
た
時
に
一
座
の
中
の
中
島
翔（
か
け
る
）

氏
が

　
「
ま
あ
こ
う
し
て
見
渡
し
た
所
、
此
の
語
に
あ
て
は
ま
る

人
物
と
言
え
ば
進
藤
君
の
外
あ
る
ま
い
」

　

と
言
う
と
一
緒
に
居
た
頭
山
翁
も
手
を
う
っ
て

　
「
貴
公
の
言
や
好
し
」
と
大
い
に
賛
成
さ
れ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
項
続
く
）

玄　　　　　　　　　洋（３）平成２４年９月１日 第　１１3　号

　

旧
黒
田
藩
主
黒
田
家
の
菩
提

寺
で
あ
り
、
そ
の
墓
苑
に
玄
洋

社
諸
先
覚
が
眠
る
「
玄
洋
社
墓

地
」
が
あ
る
「
崇
福
寺
」（
福

岡
市
博
多
区
千
代
四
丁
目
、
岩

月
海
洞
住
職
）
の
山
門
二
階
の

内
部
が
、
四
月
一
日
か
ら
五
月

十
日
ま
で
初
め
て
一
般
に
公
開

さ
れ
、
多
く
の
市
民
ら
が
拝
観

に
訪
れ
た
。

　

山
門
は
、
も
と
は
慶
長
年
間

に
建
設
さ
れ
た
黒
田
藩
・
福
岡

（
一
六
五
八
）、
黒
田
家
の
家

老
や
大
賀
宗
伯
ら
博
多
の
豪

商
、
商
家
の
夫
人
ら
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
旧
山
門
時
代
か
ら

安
置
さ
れ
て
お
り
、
弘
法
大
師

の
作
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

山
門
は
、
太
平
洋
戦
争
の
福

岡
大
空
襲
で
も
戦
火
に
遭
う
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
天
災
に
よ

る
被
害
に
遭
っ
た
。

　

平
成
三
年
の
台
風
十
七
号
、

十
九
号
で
多
数
の
屋
根
瓦
が
落

下
。
翌
年
、
す
べ
て
を
ふ
き
替

え
た
。
し
か
し
、
同
十
七
年
三

月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
は

梁
（
は
り
）
や
柱
の
一
部
が
ず

れ
、
し
っ
く
い
壁
が
崩
れ
た
り

浮
き
上
が
る
な
ど
、
相
当
な
被

城
本
丸
の
表
門
。
大
正
六
年
十

一
月
に
福
岡
城
を
管
理
し
て
い

た
陸
軍
の
払
い
下
げ
を
受
け
て

崇
福
寺
に
移
築
さ
れ
、
同
七
年

四
月
に
落
成
し
た
。
福
岡
県
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
山
門
脇
に
は
「
頭
山
満
先

生
之
墓
所
」
の
石
碑
が
建
っ
て

い
る
。

　

高
さ
約
十
二
㍍
、
幅
約
八
㍍

の
木
造
瓦
ぶ
き
二
階
建
て
。
公

開
さ
れ
た
二
階
は
佛
殿
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
木
造
の
如

意
輪
観
音
座
像
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
観
音
座
像
は
万
治
元
年

害
が
あ
っ
た
。
現
在
、
梁
や
門

柱
は
応
急
的
に
金
具
で
補
強
さ

れ
て
い
る
。
崇
福
寺
は
、
本
格

的
な
修
復
を
予
定
し
、
そ
の
前

の
一
般
公
開
と
な
っ
た
。

　

公
開
期
間
中
、
佛
殿
に
は
福

岡
城
図
面
や
黒
田
如
水
、
長
政

父
子
の
肖
像
や
、
築
城
当
時
の

屋
根
瓦
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

　

急
勾
配
の
階
段
を
上
っ
て
入

る
佛
殿
は
、
予
想
外
に
広
く
感

じ
ら
れ
る
。
白
壁
に
は
め
こ
ま

れ
た
武
者
窓
や
、
む
き
出
し
の

太
い
柱
が
、
い
か
に
も
城
の
造

り
を
思
わ
せ
る
。
拝
観
客
は
外

観
と
は
趣
が
異
な
る
佛
殿
内
部

の
様
子
や
展
示
品
を
熱
心
に
見

学
し
て
い
た
。

　

崇
福
寺
墓
苑
の
「
玄
洋
社
墓

地
」
に
は
、
正
面
ほ
ぼ
中
央
に

玄
洋
社
先
覚
合
葬
の
碑
「
先
亡

霊
塔
」
が
あ
る
。
そ
の
背
後
の

中
央
に「
頭
山
満
先
覚
之
墓
」、

右
側
に
「
来
嶋
恒
喜
之
墓
」、

左
側
に
「
髙
場
先
生
之
墓
」
が

並
ん
で
い
る
。

　
「
先
亡
霊
塔
」は
、裏
面
に「
殺

身
成
仁　

頭
山
満
」
と
肉
太
の

文
字
で
力
強
く
記
さ
れ
て
い

る
。

　

崇
福
寺
本
堂
で
は
、
毎
年
、

十
月
五
日
の
頭
山
満
翁
の
ご
命

日
前
後
に
、
財
団
法
人
「
明
道

会
」
が
主
催
し
て
「
頭
山
満
翁

並
び
に
玄
洋
社
物
故
者
慰
霊

祭
」
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
る
。

慰
霊
祭
を
毎
年
斎
行

市
民
ら
多
数
が
拝
観

展
示
品
を
並
べ
、
初
め
て
公
開
さ
れ
た
山
門
の
佛
殿

山
門
。
修
復
工
事
で
は
門
前

の
景
観
整
備
も
行
わ
れ
る

玄洋社先覚の墓所「崇福寺」

山門内部を初の一般公開
本格修復着手を前に



　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

警
固
神
社　
　
　
　
（
福
岡
市
）

九
星
飲
料
工
業
㈱　
（
糸
島
市
）

平
野
神
社　
　
　
　
（
福
岡
市
）

東
海
大
学　
　
　
　
（
東
京
都
）

福
岡
県
護
国
神
社　
（
福
岡
市
）

㈶
黒
田
奨
学
会　
　
（　

同　

）

㈱
正
興
電
機
製
作
所（　

同　

）

　
　
　
　
　

◇

宇
美
八
幡
宮　
　
　
（
宇
美
町
）

㈱
中
村
緑
地
建
設　
（
福
岡
市
）

新
宮
松
比
古
事
務
所（　

同　

）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
三
万
円
】

安
部　

泰
宏　
　
　
（
福
岡
市
）

津
田　

隆
士　
　
　
（　

同　

）

原　
　
　

寛　
　
　
（　

同　

）

渕
上　

髙
当　
　
　
（　

同　

）

吉
村
剛
太
郎　
　
　
（　

同　

）

　
【
二
万
円
】

妹
尾　

俊
見　
　
　
（
福
岡
市
）

浅
野　

秀
夫　
　
　
（　

同　

）

　
【
一
万
円
】

進
藤　
　

勇　
　
　
（
府
中
市
）

稲
員
大
三
郎　
　
　
（
福
岡
市
）

妹
尾　

俊
見　
　
　
（　

同　

）

川
口　
　

浩　
　
　
（　

同　

）

光
安　
　

力　
　
　
（　

同　

）
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お
ば
た
久
弥　
　
　
（　

同　

）

南
原　
　

茂　
　
　
（　

同　

）

森　
　

英
鷹　
　
　
（　

同　

）

冨
永　

計
久　
　
　
（　

同　

）

伊
藤　

嘉
人　
　
　
（　

同　

）

川
上　

晋
平　
　
　
（　

同　

）

打
越　

基
安　
　
　
（　

同　

）

阿
部
真
之
助　
　
　
（　

同　

）

今
林
ひ
で
あ
き　
　
（　

同　

）

福
田
ま
も
る　
　
　
（　

同　

）

飯
盛　

利
康　
　
　
（　

同　

）

北
嶋
雄
二
郎　
　
　
（　

同　

）

大
原
弥
寿
男　
　
　
（　

同　

）

大
森　

一
馬　
　
　
（　

同　

）

津
田
信
太
郎　
　
　
（　

同　

）

川
上　

陽
平　
　
　
（　

同　

）

鬼
塚　

敏
満　
　
　
（　

同　

）

笠　
　

康
雄　
　
　
（　

同　

）

国
分　

徳
彦　
　
　
（　

同　

）

水
城　

四
郎　
　
　
（　

同　

）

平
畑　

雅
博　
　
　
（　

同　

）

三
角
公
仁
隆　
　
　
（　

同　

）

浜
崎　

太
郎　
　
　
（　

同　

）

寺
島　

浩
幸　
　
　
（　

同　

）

西
川　

芳
泉　
　
　
（　

同　

）

小
河　
　

直　
　
　
（　

同　

）

山
部　

茂
樹　
　
　
（
横
浜
市
）

矢
島　

隆
禅　
　
　
（
川
越
市
）

妹
尾　

正
為　
　
　
（
福
岡
市
）

縄
田　

智
行　
　
　
（　

同　

）

近
藤　

正
美　
　
　
（　

同　

）

田
北　

利
蔵　
　
　
（　

同　

）

石
川　

修
徳　
　
（
う
る
ま
市
）

三
木　

年
史　
　
　
（
徳
島
市
）

木
部　

岳
圭　
（
さ
い
た
ま
市
）

草
野　

和
子　
　
　
（
松
戸
市
）

松
野
尾
英
彦　
　
（
北
九
州
市
）

酒
井　

智
堂　
　
（
鹿
児
島
市
）

田
中　

久
也　
　
　
（
福
岡
市
）

小
野　

勇
夫　
　
　
（　

同　

）

大
江
田　

信　
　
（
太
宰
府
市
）

木
戸　

龍
一　
　
　
（
糸
島
市
）

生
武　
　

治　
　
　
（
福
岡
市
）

平
野　

正
義　
　
　
（　

同　

）

稲
石　

丈
志　
　
　
（　

同　

）

小
野　
　

稔　
　
　
（
宮
若
市
）

村
井　

正
隆　
　
（
久
留
米
市
）

的
野　

泰
庸　
　
　
（
福
岡
市
）

徳
重　
　

茂

　
　
　
　
（
東
京
都
・
八
丈
町
）

興
膳　

克
彦　
　
　
（
中
間
市
）

長
岡　

聖
司　
　
　
（
福
岡
市
）

戸
川　

愛
子　
　
　
（　

同　

）

藤
田　

道
子　
　
　
（　

同　

）

浜
地　

金
剛　
　
　
（
東
京
都
）

中
本　

零
時　
　
　
（　

同　

）

坂
牧　

大
陸　
　
　
（
福
岡
市
）

濱
地
勝
太
郎　
　
　
（
下
野
市
）

淵
上　

貫
之　
　
　
（
東
京
都
）

片
山　
　

悠　
（
東
久
留
米
市
）

林　
　
　

登　
　
　
（
福
岡
市
）

池
内　

公
子（
北
海
道
遠
軽
町
）

山
内
勝
二
郎　
　
　
（
福
岡
市
）

坂
上　

英
雄　
　
　
（
大
阪
市
）

秋
吉　

謙
一　
　
（
久
留
米
市
）

戸
高　

有
基　
　
（
津
久
見
市
）

田
口　
　

純　
　
　
（
春
日
市
）

小
石
原
淳
一　
　
　
（
福
岡
市
）

大
原　
　

毅　
　
　
（　

同　

）

池
野　

泰
司　
　
　
（　

同　

）

箱
田　

満
輔　
　
　
（
小
平
市
）

菊
地　

幸
子　
　
　
（
福
岡
市
）

渡
邊　

一
馬　
　
　
（
別
府
市

前
田　

大
治　
　
　
（
福
岡
市
）

大
友　

道
生　
　
（
佐
世
保
市
）

稲
員
大
三
郎　
　
　
（
福
岡
市
）

柴
田　

文
雄　
　
　
（　

同　

）

中
山　

幸
一　
　
　
（　

同　

）

末
永　

正
彦　
　
　
（
東
京
都
）

飯
盛　

利
弘　
　
　
（
志
免
町
）

平
湯　

芳
裕　
　
（
名
古
屋
市
）

柴
田　

治
子　
　
（
八
王
子
市
）

　

本
年
の
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
を
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
中
野
正

剛
先
生
顕
彰
会
事
務
局
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
電　

話　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
１
１

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
０
２

◇
日　

時　

平
成
24
年
10
月
27
日
（
土
曜
日
）
午
前
11
時
開          

　
　
　
　
　

始

◇
場　

所　

鳥
飼
八
幡
宮
境
内
「
中
野
正
剛
先
生
銅
像
」
前         

　
　
　
　
　

（
福
岡
市
中
央
区
今
川
２
丁
目
１-

17
）

◇
参
加
費　

式
典
だ
け
参
加
の
方
は
千
円
、
直
会
（
な
お
ら          

　
　
　
　
　

い
）
に
も
参
加
の
方
は
、
ほ
か
に
３
千
円
。

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会

﹁
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
﹂を
開
催

お
礼
の
言
葉

社
団
法
人玄

洋
社
記
念
館

賛
助
会
員
芳
名
録

平成24年度

７
月
18
日
受
け
付
け
分
ま
で
（
敬
称
略
）

荒
津　

茂
徳　
　
　
（
日
進
市
）

土
肥　

国
夫　
　
　
（
福
岡
市
）

加
藤　

幸
子　
　
　
（
古
賀
市
）

高
場　

康
幸　
　
　
（　

同　

）

高
井　

善
三　
　
　
（
糸
島
市
）

武
田　
　

正　
　
　
（
福
岡
市
）

室　
　
　

潔　
　
　
（
東
京
都
）

原　
　

祐
一　
　
　
（
福
岡
市
）

小
石
原　

昭　
　
　
（
東
京
都
）

谷　
　

十
三　
　
　
（
福
岡
市
）

坂
上　

知
之　
　
　
（
奈
良
市
）

速
開　

正
澄　
　
　
（
福
岡
市
）

有
馬　
　

學　
　
　
（
東
京
都
）

魚
谷　

哲
央　
　
　
（
京
都
市
）

久
恒　

政
雄　
　
　
（
福
岡
市
）

西
方　
　

忍　
　
　
（　

同　

）

加
藤　

芳
子　
　
　
（　

同　

）
三
原　

朝
彦　
　
（
北
九
州
市
）

山
内　

敬
一　
　
（
茅
ヶ
崎
市
）

二
之
湯　

智　
　
　
（
京
都
市
）

進
藤　

政
子　
　
　
（
宗
像
市
）

堺　
　

憲
一　
　
　
（
福
岡
市
）

庵
原　

義
一　
　
　
（
古
賀
市
）

井
上
ヒ
ロ
ミ　
　
　
（
福
岡
市
）

藤
川
知
佳
子　
　
　
（
吹
田
市
）

横
田　

進
太　
　
　
（
福
岡
市
）

頭
山　

興
助　
　
　
（
東
京
都
）

白
土　
　

宏　
　
　
（
福
岡
市
）

隠
岐　
　

康　
　
　
（
市
川
市
）

吉
田　

慧
子　
　
　
（
福
岡
市
）

古
田　

修
吾　
　
　
（
東
京
都
）

谷
本　

憲
彦　
　
　
（
藤
沢
市
）

山
崎　
　

拓　
　
　
（
福
岡
市
）

緒
方　

基
一　
　
　
（
八
代
市
）

柴
田　

文
彦　
　
　
（
福
岡
市
）

白
石　

安
子　
　
　
（　

同　

）

大
島　

泰
治　
　
（
大
野
城
市
）

武
田　
　

潔　
（
さ
い
た
ま
市
）

西
本　

潤
也　
　
　
（
福
岡
市
）

青
山　

旭
子　
　
　
（　

同　

）

永
島　

英
也　
　
　
（　

同　

）

高
瀬　
　

篤　
　
　
（
宗
像
市
）

長
野　

繁
喜　
　
　
（
福
岡
市
）

寺
田　

和
彦　
　
　
（
熊
本
市
）

梶
原　
　

昂　
　
　
（
福
岡
市
）

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員
の

皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
四
年
度

の
賛
助
会
費
納
入
を
お
願
い
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方

々
に
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご

厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

景
気
回
復
の
兆
し
も
見
え
な

い
中
で
、
国
政
は
政
党
間
や
党

派
内
部
の
駆
け
引
き
ば
か
り
が

盛
ん
で
す
。
国
民
が
明
日
に
希

望
を
持
て
る
日
が
訪
れ
る
の
は

い
つ
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

玄
洋
社
記
念
館
は
今
年
度

も
、
玄
洋
社
と
諸
先
覚
の
偉
業

の
伝
承
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　福岡市中央区西公園
の平野國臣の銅像周辺
の環境整備が、福岡県
によって進んでいる。
　光雲神社参道からの
取り付け道路が赤土
の地面から石畳に変わ
り、歩きやすくなった。
　参道からの入り口の
木々が整理されて、銅
像が目に付きやすくな
り、訪れる人も増える
と見られる。

國臣像周辺を整備
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中
国
の
国
父
と
呼
ば
れ
る
孫

文
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十

四
年
）、辛
亥
革
命
に
成
功
し
、

中
国
近
代
化
の
幕
を
開
い
た
。

革
命
成
功
前
に
何
度
も
来
日

し
、
頭
山
満
翁
の
玄
洋
社
を
は

じ
め
各
界
各
層
か
ら
支
援
を
受

け
て
い
た
孫
文
の
、
日
本
で
の

人
気
は
革
命
成
功
で
さ
ら
に
高

ま
っ
た
。

　

一
九
一
三
年（
大
正
二
年
）、

孫
文
は
日
本
を
訪
れ
た
。
革
命

後
に
就
任
し
た
中
華
民
国
臨
時

大
統
領
の
地
位
は
、
軍
閥
・
袁

世
凱
に
譲
り
「
鉄
路
総
弁
」
の

肩
書
だ
っ
た
が
、か
つ
て
の「
亡

命
者
」
か
ら
一
転
、
天
下
晴
れ

て
「
前
臨
時
大
統
領
」
と
し
て

の
〝
栄
光
の
凱
旋
”
に
等
し

く
、
国
内
各
地
、
行
く
先
々
で

大
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。
孫
文

の
肖
像
写
真
が
、
新
聞
の
商
品

広
告
に
登
場
し
た
の
も
、
孫
文

の
人
気
ぶ
り
を
示
す
現
象
の
一

例
と
い
え
よ
う
。

　

孫
文
の
日
本
滞
在
は
、
同
年

二
月
十
三
日
か
ら
三
月
二
十
三

日
に
か
け
て
だ
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
玄
洋
社
が
あ
っ
た
福
岡
市

に
三
月
十
七
、
十
八
の
両
日
滞

在
し
、
十
九
日
の
朝
、
博
多
駅

か
ら
大
牟
田
市
へ
向
か
っ
た
。

福
岡
滞
在
中
の
十
八
日
に
は
、

福
岡
市
西
職
人
町
の
玄
洋
社
を

訪
れ
玄
洋
社
関
係
者
と
旧
交
を

温
め
た
。

　

孫
文
が
福
岡
市
入
り
し
た
十

七
日
の
地
元
紙
「
福
岡
日
日
新

聞
」（
現
、
西
日
本
新
聞
の
前

身
）
第
六
面
に
、
孫
文
の
肖
像

写
真
を
掲
げ
た
「
ク
ラ
ブ
歯

磨
」
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

全
面
広
告
、
と
ま
で
は
い
か

な
い
が
、
そ
れ
で
も
大
き
い
。

縦
は
六
段
抜
き
で
紙
面
全
体
の

四
分
の
三
、
幅
は
半
分
近
く
を

占
め
て
い
る
。

　

上
部
に
「
驩
迎
孫
逸
仙
先
生

来
博
」。
そ
の
下
に
孫
文
の
大

き
な
上
半
身
の
肖
像
写
真
。
両

脇
に
「
中
華
民
國
創
剏
の
元
勲

孫
逸
仙
先
生
最
近
の
写
真
」「
東

洋
平
和
の
為
め
先
生
の
健
康
と

自
愛
と
を
祈
る
」。

　

写
真
に
は
「
中
山
太
一
君
恵

存
」「
孫
文
贈
」
の
為
書
き
が

あ
り
、
孫
文
が
「
中
山
太
一
」

氏
に
贈
っ
た
写
真
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

写
真
の
下
に
は
、
次
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
東
洋
一
の　

ク
ラ
ブ
齒
磨

の　

愛
用
者
と
し
て　

中
華
民

国
第
一
の
英
雄　

孫
文
先
生
の

如
き　

大
人
物
を
有
す
る
は　

ク
ラ
ブ
本
店
の
最
も　

光
榮
と

す
る
所
也
」

　

広
告
主
は
、
大
阪
市
に
本
社

を
置
く
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
、
株

式
会
社
「
ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ

ク
ス
」
の
前
身
の
「
中
山
太
陽

堂
」
で
あ
る
。

　

為
書
き
の
中
山
太
一
氏
（
明

治
十
四
年
～
昭
和
三
十
一
年
）

は
、
貴
族
院
議
員
に
も
勅
選
さ

れ
た
同
社
の
創
業
者
。
山
口
県

・
旧
滝
部
村
の
人
で
、
同
県
下

関
市
の
薬
種
問
屋
支
店
長
を
務

め
た
後
、
二
十
一
歳
で
独
立
。

神
戸
市
に
洋
品
雑
貨
と
化
粧
品

卸
の
個
人
商
店
「
中
山
太
陽

堂
」
を
創
業
し
た
。

　
「
ク
ラ
ブ
洗
粉
」「
ク
ラ
ブ
齒

磨
」
な
ど
の
商
品
を
製
造
す
る

一
方
で
、
広
告
・
出
版
社
を
設

立
し
た
り
女
性
文
芸
誌
、
総
合

文
芸
誌
を
創
刊
し
て
い
る
。
ま

た
、
創
業
二
十
周
年
に
際
し
て

は
「
中
山
文
化
研
究
所
」
を
設

立
す
る
な
ど
、
文
化
事
業
に
も

強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

　
「
ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
」

の
現
社
長
、中
山
ユ
カ
リ
氏
は
、

中
山
太
一
氏
の
孫
。
本
宅
に
は

孫
文
の
書
が
あ
る
と
い
う
。

　

孫
文
が
為
書
き
入
り
の
写
真

を
贈
る
ほ
ど
だ
か
ら
、
孫
文
と

中
山
太
一
氏
の
親
交
が
深
か
っ

た
こ
と
、
中
山
氏
が
孫
文
の
革

命
運
動
を
支
援
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
広

告
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
メ
ッ
セ
ー

ジ
か
ら
は
、
自
社
製
品
の
宣
伝

を
超
え
て
、
中
山
氏
の
孫
文
に

対
す
る
敬
愛
の
念
さ
え
伝
わ
っ

て
く
る
。

　
「
ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
」

社
の
文
化
資
料
室
に
よ
る
と
、

福
岡
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

の
と
ほ
ぼ
同
様
の
広
告
が
、
孫

文
が
日
本
に
滞
在
中
の
大
正
二

年
二
月
と
三
月
に
大
阪
の
朝
日

新
聞
、
毎
日
新
聞
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
「
驩
迎

孫
逸
仙
先
生
来
博
」の「
来
博
」

が
「
来
坂
」「
来
遊
」
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

辛
亥
革
命
の
成
功
に
は
、
多

く
の
日
本
人
が
関
わ
っ
た
。
辛

亥
革
命
百
年
の
昨
年
は
、
国
内

各
地
で
記
念
事
業
が
開
催
さ

れ
、
人
々
の
目
を
日
本
と
中
国

の
近
代
史
に
引
き
つ
け
た
。

　

来
年
は
、孫
文
の
来
福
百
年
。

再
び
中
国
と
日
本
の
、
そ
し
て

革
命
成
功
に
力
が
大
き
か
っ
た

玄
洋
社
と
そ
れ
に
連
な
る
人

々
、
玄
洋
社
の
古
里
・
福
岡
に

目
を
向
け
る
機
会
が
訪
れ
る
。
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学
生
会
館（
学
生
寮
）・
単
身
者
向
け
事
業

受
託
給
食
・
Ｆ
＆
Ｂ（
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
）事
業

新聞に掲載された孫文の肖像写真
入り広告＝福岡日日新聞

新
聞
広
告
に
肖
像
写
真

孫
文
の
来
福

う
か
が
え
る
人
気
ぶ
り



　

靖
國
神
社
（
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
）
の
「
相
撲
場
」

入
り
口
に
、
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん
だ
力
士
の
銅
像
「
國
技
」

像
が
あ
る
。
台
座
正
面
に
「
國
技　

頭
山
満
」
と
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
。
頭
山
満
翁
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
だ
。
現
在

の
銅
像
は
二
代
目
で
、
初
代
は
昭
和
十
八
年
、
戦
時
の
金
属

供
出
で
国
に
献
納
さ
れ
、
台
座
だ
け
が
残
っ
た
。
再
建
は
昭

和
五
十
二
年
。
再
建
の
機
運
醸
成
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、

そ
れ
ま
で
の
三
十
四
年
間
、
孤
塁
を
守
り
続
け
た
頭
山
翁
揮

毫
の
台
座
の
存
在
だ
っ
た
。
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台座に頭山翁「國技」の揮毫がある「國技」像

相撲場の土俵。春の大祭の奉納相撲では見物客で埋め尽くされる

神
霊
に
対
し
恐
懼
の
至
り

縁
深
い
靖
國
神
社
と
相
撲

谷
川
義
起
（
一
八
九
二
―
一
九

七
四
）
の
代
表
作
で
、
昭
和
十

三
年
文
展
入
選
作
「
國
技
・
四

ツ
」
を
原
型
に
、
銅
像
に
し
た

も
の
。
明
治
の
二
大
横
綱
、
常

陸
山
と
梅
ヶ
谷
の
取
り
組
み
が

モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
國
技
」
像
を
支
え
る
台
座

は
高
さ
約
一
・
五
㍍
の
石
造
り

で
あ
る
。

　

さ
て
、
供
出
さ
れ
た
初
代
の

「
國
技
」
像
は
、
昭
和
九
年
五

月
三
十
一
日
に
「
社
団
法
人
大

日
本
相
撲
奨
勵
会
」
に
よ
っ
て

献
納
さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

や
は
り
長
谷
川
義
起
が
前
年

秋
の
帝
展
に
出
品
し
た
作
品

「
國
技
・
押
シ
」
を
原
型
に
、

銅
像
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

二
代
目
の
銅
像
と
同
じ
く
常

陸
山
と
梅
ヶ
谷
の
取
り
組
み
が

モ
デ
ル
で
、
逆
手
な
き
相
撲
の

極
意
「
押
し
」
の
攻
防
を
表
現

し
て
い
た
。
同
奨
勵
会
の
銅
像

奉
納
趣
意
書
に
よ
れ
ば
「
是
コ

ソ
能
ク
我
カ
日
本
精
神
ノ
眞
髄

ト
処
世
上
ノ
教
訓
ヲ
顕
現
セ
ル

モ
ノ
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　

同
趣
意
書
は
、
銅
像
建
設
の

目
的
を
、（
こ
の「
國
技
・
押
シ
」

像
の
建
設
、
献
納
に
よ
っ
て
）

「
廣
ク
天
下
萬
人
ノ
鑑
賞
ニ
資

シ
、
之
ヲ
以
テ
国
民
精
神
ノ
振

作
涵
養
ト
、
角
道
ノ
奨
勵
祝
福

ヲ
永
遠
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
所

時
代
の
流
れ
見
つ
め
続
け
る

　
「
相
撲
場
」
は
、
参
道
を
進

ん
で
境
内
の
右
手
奥
、「
靖
国

会
館
」
の
左
隣
に
あ
る
。「
國

技
」
像
は
、
入
り
口
の
左
側
に

建
っ
て
い
る
。

　

帝
展
推
薦
の
相
撲
彫
刻
家
長

以
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

　

揮
毫
に
際
し
て
、
頭
山
翁

は
、
こ
の
「
國
技
・
押
シ
」
の

原
型
作
品
と
対
面
し
て
い
る
。

　

銅
像
が
撤
去
さ
れ
た
の
は
昭

和
十
八
年
の
四
月
だ
っ
た
。

　

銅
像
の
再
建
は
靖
國
神
社
國

技
像
再
建
委
員
會
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
。

　

初
代
像
「
國
技
・
押
シ
」
の

原
型
は
戦
災
で
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
一
連
の

作
品
で
あ
る
「
國
技
・
四
ツ
」

の
原
型
が
、
夫
人
宅
に
残
っ
て

い
た
。
夫
人
は
原
型
の
提
供
と

銅
像
製
作
へ
の
協
力
を
申
し
出

ら
れ
、
再
建
が
実
現
し
た
。

　

昭
和
五
十
二
年
四
月
十
日
、

再
建
委
員
会
、
神
社
関
係
者
、

来
賓
ら
約
五
百
人
が
参
列
し
て

竣
工
祭
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の

　

靖
國
神
社
と
相
撲
、
特
に
大

相
撲
と
は
縁
が
深
い
。

　

ま
ず
、
神
社
創
立
の
明
治
二

年
に
余
興
と
し
て
七
月
一
日
か

ら
三
日
間
大
相
撲
が
奉
納
さ
れ

た
。
以
来
、
今
日
ま
で
毎
年
、

恒
例
行
事
と
し
て
春
の
大
祭
や

臨
時
大
祭
に
合
わ
せ
て
奉
納
さ

れ
て
い
る
。

　

今
年
も
四
月
六
日
に
奉
納
さ

れ
た
。
横
綱
は
じ
め
全
力
士
総

勢
二
百
人
が
参
加
し
、
六
千
人

の
観
客
に
無
料
開
放
さ
れ
た
。

　

力
士
の
取
組
の
ほ
か
初
っ
切

日
本
相
撲
協
会
の
春
日
野
理
事

長
も
出
席
し
て
い
る
。

　

銅
像
再
建
の
動
機
を
、
同
再

建
委
員
會
は
靖
國
神
社
宛
て
の

「
靖
國
神
社
國
技
像
奉
納
願
」

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
国
民
精
神
の
振
作
昂
揚
の

為
相
撲
場
入
口
に
建
立
さ
れ
て

い
た
國
技
像
は
、
昭
和
十
八
年

国
策
に
そ
い
供
出
さ
れ
、
爾

来
、
台
座
の
み
が
三
十
有
余
年

の
間
、
風
雪
に
曝
さ
れ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
神
霊
に

対
し
、
恐
懼
（
き
ょ
う
く
）
の

至
り
に
存
じ
ま
す
。
…
」

り
や
相
撲
甚
句
、櫓（
や
ぐ
ら
）

太
鼓
の
打
ち
分
け
な
ど
も
披
露

さ
れ
、
観
客
を
喜
ば
せ
た
。

　

大
正
六
年
十
一
月
、
両
国
の

国
技
館
が
焼
失
し
た
と
き
に
は

当
時
の
「
東
京
大
角
力
協
会
」

の
要
請
を
受
け
て
、
翌
年
か
ら

二
年
間
に
わ
た
り
四
場
所
、
靖

國
神
社
の
相
撲
場
が
本
場
所
開

催
の
会
場
に
提
供
さ
れ
た
。
大

相
撲
以
外
で
も
、
季
節
ご
と
に

東
日
本
地
区
の
学
生
相
撲
大
会

や
小
学
生
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

靖國神社の「國技」像

台座の揮毫は頭山翁

靖國神社の「國技」像
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例
年
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
中
の
人
出
・
日
本
一
」
を
誇

る
福
岡
市
の
市
民
の
祭
り
「
博

多
ど
ん
た
く
」
が
、
今
年
も
五

月
の
三
、
四
両
日
開
催
さ
れ
、

街
を
祭
り
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
し

た
。

　
「
ど
ん
た
く
」
は
治
承
三
年

（
一
一
七
九
年
）
に
領
主
へ
の

年
賀
の
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た

と
さ
れ
る
。
市
内
各
所
に
演
舞

台
が
設
け
ら
れ
、「
ど
ん
た
く

隊
」
と
呼
ば
れ
る
団
体
や
個
人

の
「
参
加
者
」
が
、
歌
や
踊
り

な
ど
得
意
の
芸
を
披
露
し
て
回

る
。博
多
券
番
の
綺
麗
所
も「
ど

ん
た
く
隊
」
を
組
ん
で
繰
り
出

し
、
街
角
の
広
場
で
気
軽
に
お

座
敷
芸
を
見
せ
る
な
ど
の
気
取

り
の
な
い
と
こ
ろ
も
「
ど
ん
た

く
」
の
特
徴
だ
。
ま
た
、
市
内

の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
「
明
治

通
り
」
一
・
三
㌔
が
、
車
を
締

め
出
し
た
「
ど
ん
た
く
広
場
」

に
な
り
、
三
日
は
「
ど
ん
た
く

隊
パ
レ
ー
ド
」
が
、
四
日
は

「
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
」
が

三
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
展
開

さ
れ
る
。
沿
道
は
、
見
物
客
で

埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

　

今
年
の
「
ど
ん
た
く
」
は
演

舞
台
三
十
四
カ
所
が
設
け
ら

れ
、
昨
年
に
続
い
て
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
の
気
持
ち
を

込
め
て
「
が
ん
ば
ろ
う
！
日

本
、
祭
り
で
つ
な
ご
う
元
気
と

絆
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
の
福
岡
市
民
の
祭
り

振
興
会
に
よ
る
と
参
加
者
は
、

国
内
の
観
光
地
や
外
国
か
ら
の

参
加
を
含
め
、
二
日
間
で
延
べ

約
六
百
八
十
団
体
の
三
万
三
千

人
だ
っ
た
。
震
災
被
災
地
、
宮

城
県
仙
台
市
か
ら
も
「
た
な
ば

た
ま
つ
り
ど
ん
た
く
隊
」
が
参

加
し
た
。

　

一
方
、
見
物
の
人
出
は
、
二

日
間
で
延
べ
二
百
十
万
人
だ
っ

た
。
昨
年
よ
り
二
十
万
人
少
な

か
っ
た
が
、
同
振
興
会
は
「
初

日
の
小
雨
が
影
響
し
た
」
と

語
っ
て
い
た
。

　

二
日
目
の
、
祭
り
終
了
前
に

は
五
カ
所
の
演
舞
台
で
参
加

者
、
見
物
客
が
一
体
に
な
っ
て

の「
総
お
ど
り
」が
行
わ
れ
た
。

博
多
の
民
謡
や
古
謡
を
踊
り
、

踊
り
の
輪
か
ら
「
頑
張
ろ
う
、

日
本
」
の
唱
和
の
声
が
湧
き
起

こ
っ
た
。

　

博
多
の
め
で
た
い
席
で
歌
わ

れ
る「
祝
い
め
で
た
」を
合
唱
、

手
締
め
の
「
手
一
本
」
を
入
れ

て
祭
り
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
（
写
真
は「
ど
ん
た
く
広
場
」

を
パ
レ
ー
ド
す
る
ど
ん
た
く

隊
）

　

人
間
国
宝
の
中
村
吉
右
衛
門

さ
ん
、
片
岡
仁
左
衛
門
さ
ん
ら

人
気
役
者
二
十
人
が
十
艘
の
棹

さ
し
船
に
分
乗
し
て
、
上
流
の

清
流
公
園
か
ら
博
多
座
そ
ば
の

商
業
施
設「
博
多
リ
バ
レ
イ
ン
」

横
ま
で
、
博
多
川
約
八
百
㍍
を

ゆ
っ
た
り
と
下
り
、
来
場
を
呼

び
か
け
た
。

　

途
中
で
は
「
船
乗
り
込
み
」

主
催
者
へ
の
「
口
上
」
な
ど
も

あ
り
、
川
岸
は
、
華
や
か
な
雰

囲
気
に
浸
ろ
う
と
詰
め
か
け
た

約
二
万
八
千
人（
主
催
者
発
表
）

の
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
や
市
民
で
埋

ま
っ
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
だ

が
、昨
年
は
雨
で
中
止
さ
れ
た
。

玄洋社の故郷・福岡
の話題をお伝えします

「
船
乗
り
込
み
」
華
や
か
に

博多川

　
「
播
磨
屋
」

「
松
嶋
屋
」
―

大
向
こ
う
な
ら

ぬ
川
の
岸
か
ら

屋
号
を
呼
ぶ
声

が
か
か
っ
た
。

　

五
月
二
十
九

日
、
福
岡
市
博

多
区
の
博
多
川

で
、
同
区
の
劇

場
「
博
多
座
」

で
公
演
さ
れ
た

「
六
月
博
多
座

大
歌
舞
伎
」
を
前
に
、
役
者
の

ご
当
地
到
着
を
告
げ
る
「
船
乗

り
込
み
」
＝
写
真
＝
が
行
わ
れ

た
。

な
ど
市
内
の
繁
華
街
を
中
心

に
、
軍
記
物
な
ど
か
ら
主
題
を

取
っ
て
人
形
で
表
現
し
た
鑑
賞

用
の
「
飾
り
山
」
十
三
本
と
、

伝
統
を
受
け
継
ぐ
博
多
地
区
の

町
に
は
台
座
に
人
形
を
飾
っ
て

担
い
で
駆
け
る
重
量
約
一
ト
ン

の
「
舁
（
か
）
き
山
」
七
本
が

立
て
ら
れ
た
。

　

一
日
か
ら
は
、
ま
ず
「
飾
り

山
笠
」
が
公
開
さ
れ
て
祭
り
の

開
始
。
十
日
か
ら
は
、
い
よ
い

よ
舁
き
山
が
動
き
だ
し
、
祭
り

は
「
静
」
か
ら
「
動
」
に
移
っ

た
。

　

地
響
き
た
て
て
町
を
駆
け
る

舁
き
山
の
勇
壮
さ
は
、
見
る
人

に
も
参
加
す
る
人
に
も
高
揚
感

を
覚
え
さ
せ
る
。
県
外
居
住
の

博
多
っ
子
に
は
、
勤
め
先
か
ら

休
暇
を
も
ら
っ
て
祭
り
に
参
加

す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
と

い
う
。

　

舁
き
山
は
「
流
れ
（
町
内
）

舁
き
」「
朝
山
」「
追
い
山
な

ら
し
」「
集
団
山
見
せ
」
な
ど
、

日
ご
と
の
行
事
を
経
て
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
、
十
五
日
午
前
四
時

五
十
九
分
か
ら
の
「
追
い
山
」

を
迎
え
た
。
期
間
中
、
福
博
の

街
で
は
「
山
笠
セ
ー
ル
」
が
行

わ
れ
、
近
郊
か
ら
の
買
い
物
客

や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

（
写
真
は
「
追
い
山
な
ら
し
」

で
町
を
駆
け
る
山
笠
＝
７
月
12

日
）

帰
り
の
僧
侶
、
聖
一
国
師
の
疫

病
退
散
祈
願
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
る
。

　

今
年
も
商
店
街
や
商
業
施
設

博
多
っ
子
の
血
が
騒
ぐ
七
百
七

十
余
年
の
伝
統
を
誇
る
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
行
事

で
、
鎌
倉
時
代
に
行
わ
れ
た
宋

　

日
本
三
大
祗
園
祭
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
る
福
岡
市
の
「
博
多

祗
園
山
笠
」
が
七
月
の
一
日
か

ら
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

盛況だった「博多どんたく」

参加者３万３０００人
見物の人出２１０万人

祭り一色の 15 日間
博多祗園山笠



し
と
抱
き
つ
き
け
り
。
理

こ
と
わ
りな
る

哉
。
一
樹
の
陰
に
宿
り
一
河
の

流
を
汲
む
程
も
知
ら
ず
。

　

知
ら
ぬ
人
に
だ
に
別わ

か
れと
な
れ

ば
名
残
を
惜
む
習
な
る
に
、
況ま

し

て
連
理
の
契
浅
か
ら
ず
し
て
、

五
年
余
に
成
た
る
に
、
夢
よ
り

外
は
又
も
相
見
ぬ
此
世
の
外
の

別
と
な
り
て
は
、
い
か
ば
か
り

か
悲
し
か
る
べ
き
や
。

　

や
う
や
く
し
て
案
内
の
者
を

力
草
に
身
を
起
し
つ
つ
、
秋
草

の
花
摘
み
て
、
卒
塔
婆
の
前
に

立
並
べ
、
小
河
の
流
に
水む

す

掬
び

て
土
に
濯
ぎ
て
一
時
余
り
も
回

向
な
し
つ
、
泣
く
泣
く
宿
り
に

帰
り
け
り
。

　

十
月
の
中
頃
に
身
揚
り
な
し

て
、
い
め
人
の
伏
見
の
里
、
藤

の
森
の
ほ
と
り
な
る
庵
室
に
た

よ
り
来
て
、
遂
に
髪
お
ろ
し
て

墨
染
の
身
と
は
な
り
に
け
り
。

誠
と
や
、
む
か
し
人
の
歌
に
、

た
ら
ち
ね
は
か
ゝ
れ
と
て
し
も

烏う
ば
た
ま
母
玉
の
わ
が
黒
髪
を
な
で
ず

や
有
り
け
む
、
と
い
ひ
し
も
お

も
ひ
出
ら
れ
て
、
昨
日
迄
鬢
髪

雲
の
如
し
と
称
え
ら
れ
て
、
天

然
の
美
し
き
を
粧
ひ
し
も
、
今

は
見
る
も
い
ふ
せ
き
比
丘
尼
と

は
変
り
は
て
、
閼あ

伽か

の
水
桶
に

う
つ
る
姿
を
見
て
は
、
い
か
に

浅あ
さ
ま
し猿
く
や
あ
り
つ
ら
ん
。

　

河
竹
の
流
の
身
ほ
ど
世
に
罪

業
の
深
か
き
は
あ
ら
じ
。
さ
れ

ど
一
度
仏
門
に
入
り
て
は
、
い

か
で
消
滅
あ
ら
ざ
る
べ
き
。
十

悪
と
雖
ど
も
猶
引
接
す
。
疾
風

の
雲
霧
を
披ひ

ら

く
よ
り
甚
し
。
一

念
と
雖
も
必
ず
感
応
す
。
之
を

五
海
の
涓け

ん

露ろ

を
納い

る
ゝ
に
喩
ふ

と
い
へ
り
。
況
て
一
旦
仏
の
御

弟
子
と
な
り
玉
ふ
上
は
、
汝
は

い
ふ
も
更
な
り
。
亡
夫
の
冥
福

も
う
た
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず

と
、
庵
主
の
尼
の
教
を
聞
き

て
、
い
と
ゞ
世
の
中
の
あ
ぢ
き

な
さ
を
い
と
ひ
つ
ゝ
、
堅
固
に

出
家
の
道
を
守
り
て
、
朝
な
夕

な
仏
の
御
前
に
合
掌
し
つ
。

し
に
、
震
志
は
此
年
の
六
月
中

旬
懲
役
中
時と

き

の
疫け

に
を
か
さ
れ

て
空
し
く
此
世
を
去
り
し
よ

し
、
知
れ
け
れ
ば
、
小
梅
は
ひ

た
と
呆あ

き

れ
は
て
、
余
り
の
悲
さ

に
涙
さ
へ
も
出
や
ら
ず
、
只
伏

し
転ま

ろ

び
て
打
泣
き
ぬ
。

　

嗚
呼
世
の
中
は
夢
か
う
つ
ゝ

か
、
う
つ
ゝ
と
も
ゆ
め
と
も
わ

か
ず
あ
り
て
な
け
れ
ば
と
、
人

の
い
ひ
し
も
お
も
ひ
出
で
ら
れ

て
、
小
梅
の
お
ど
ろ
き
も
い
か

な
ら
ん
。
さ
れ
ど
斯
く
て
あ
る

べ
き
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
せ
め

て
は
亡な

き

夫つ
ま

の
墳
墓
な
り
と
拝
み

て
帰い

な

ば
や
と
思
ひ
つ
ゝ
、
知
る

人
に
案
内
せ
ら
れ
て
、
震
志
の

骸む
く
ろ埋
め
し
場
所
に
至
り
ぬ
れ

ば
、
茫
々
た
る
草
の
原
に
只
見

る
一
堆
の
土
饅
頭
。
上
に
一
本

の
卒
塔
婆
あ
り
。
斜
に
立
ち
て

横
に
倒
れ
ん
と
す
。

　

誰
一
人
詣
づ
る
者
も
な
き
に

や
。
水
一
つ
手た

む
く向

る
器
さ
へ
も

な
く
、
樒し

き
み一

葉
挿
さ
ん
竹
筒
さ

へ
あ
ら
ず
。
只
野や

か
ん干
な
ど
の
群

れ
遊
べ
る
に
や
、
獣
の
糞
の
其

処
此
処
に
落
ち
散
り
て
足
踏
入

る
ゝ
さ
へ
た
や
す
か
ら
ず
。

　

余
り
の
事
に
益
々
胸
つ
ぶ
れ

て
茫
然
と
し
て
立
つ
つ
居
た

り
。
武も

の
の
ふ夫
の
身
の
軍い

く
さに
臨
み
て

は
、
兼
て
よ
り
亡
き
物
と
思
ひ

あ
き
ら
め
し
者
の
、
此
有
様
を

見
れ
ば
不
覚
の
涙
せ
き
敢
へ

ず
。
身
を
転
し
て
卒
塔
婆
に
ひ

　

行
衛
知
る
ゝ
上
は
片
時
も
早

う
尋
ね
ゆ
か
ん
と
は
や
る
心
を

面か
お

へ
も
出
さ
で
、
帳
簿
を
畳
み

て
渡
辺
に
返
し
つ
ゝ
、
客
人
よ

能
く
こ
そ
知
ら
し
玉
ふ
た
れ
。

い
ざ
こ
の
礼
に
盃
一
ツ
参
ら
せ

ん
な
ど
打
戯
れ
つ
、
其
日
は
去

　

前
号
で
は
森
震
志
は
福
岡
の

変
で
捕
縛
さ
れ
、
懲
役
七
年
、

岐
阜
県
大
垣
で
服
役
し
た
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
実
際
に
は
堺

県
預
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

作
者
は
意
図
的
に
服
役
の
場
所

を
ず
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊

勢
路
か
ら
道
を
逸
ら
せ
る
た
め

の
工
夫
か
も
し
れ
な
い
。

 

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
二
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 55 回

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
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拾
遺
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巻
之
五

　

小
梅
、
再
び
妓
籍
に
入
る

　
（
続
き
）

玄　　　　　　　　　洋平成２４年９月１日 第　１１3　号（８）

　

懲
役
七
年
は
間
違
い
な
い
。

ま
だ
西
南
戦
争
が
進
行
中
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
福
岡
の
変
の
受

刑
者
は
九
州
外
へ
送
ら
れ
、
堺

県
（
六
二
人
）
の
他
に
大
坂
府

（
五
〇
人
）、
静
岡
県
（
七
三

人
）、
神
奈
川
県
（
四
九
人
）、

兵
庫
県
（
三
六
人
）、
和
歌
山

県
（
八
〇
人
）、山
口
県
（
三
七

人
）
へ
と
分
散
さ
れ
た
。
前
号

掲
載
文
で
は
や
む
を
え
ず
文
章

の
途
中
で
断
ち
切
っ
た
の
で
、

今
回
は
前
号
と
少
し
ダ
ブ
ら
せ

な
が
ら
始
め
る
。

　

小
梅
円
寂
、
松
江
仏
門
に

　

入
る

ふ
べ
ず
。
衣
さ
へ
脱
ぎ
か
へ

で
、
只
衾
か
つ
ぎ
て
泣
ふ
し

ぬ
。
さ
れ
ど
旅は

た
ご宿
の
主
人
等
が

諫
め
慰
む
る
言
葉
に
、
や
う
や

う
と
心
取
直
し
つ
。

　

其
翌
る
朝
、
大
垣
を
立
出
で

西
京
さ
し
て
帰
り
来
り
し
が
、

最
早
浮
世
に
望
な
き
身
な
れ
ば

と
て
、
兼
て
蓄
え
し
衣
類
調
度

も
売う

り

代し
ろ

な
し
、
馴
染
の
客
人
に

も
些ち

と

ば
か
り
の
助
を
乞
ひ
て
、

身
の
負
債
を
残
り
な
う
済
せ

つ
。

お
礼　

前
号
で
頭
山
満
翁
葬

儀
の
模
様
、
そ
の
他
、
関
係

資
料
の
提
供
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
種
々
ご
教
示
を
た

ま
わ
り
篤
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
引
き
続
き
、
頭
山
翁

関
係
の
資
料
、
書
簡
、
揮
毫

な
ど
、
情
報
を
集
め
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本

連
載
は
次
号
で
完
結
し
ま
す

の
で
、
集
ま
っ
た
資
料
な
ど

も
、紙
面
を
お
借
り
し
、折
々

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。

り
気
な
う
席
を
終
り
て
、
偖さ

て

其

翌
日
よ
り
震
志
の
方か

た

に
尋
ね
ゆ

か
ん
と
種く

さ
ぐ
さ々
に
心
を
挫く

だ

き
つ
。

　

漸
く
に
し
て
其
年
の
秋
の

末
、
馴
染
め
る
客
を
誘そ

そ
の

か
し

て
、
時
な
ら
ぬ
伊い

せ
も
う
で
勢
詣
を
さ
せ

つ
、
己
も
こ
れ
に
従
ひ
ゆ
き
け

り
。
斯
く
て
伊
勢
路
よ
り
戻
り

路じ

に
て
客
に
請
ひ
て
美
濃
路
に

至
り
、
大
垣
の
町
に
て
人
を
頼

み
て
震
志
の
身
の
上
を
問
合
せ

　

い
の
ち
だ
に
心
に
か
な
ふ
も

の
な
ら
ば
、
な
に
か
わ
か
れ
の

か
な
し
か
る
べ
き
と
、
む
か
し

人
の
よ
み
し
も
理
り
や
。

　

小
梅
も
震
志
に
わ
か
れ
し
よ

り
は
、
兎
て
も
此
世
に
存な

が
らふ
べ

く
も
あ
ら
ね
ど
も
、
只
男
の
い

の
ち
の
も
し
や
あ
ら
ば
と
、
は

か
な
く
も
お
も
ひ
か
へ
し
て
、

斯
く
憂
身
を
や
つ
せ
る
も

の
ゝ
、
尋
ね
来
し
男
の
此
世
に

あ
ら
ぬ
と
聞
て
は
、
い
か
ば
か

り
か
力
の
落
ち
け
む
。

　

泣
く
泣
く
も
宿
り
に
帰
り
し

が
、
浴ゆ

あ
みも
な
さ
ず
、
夕
食
も
喰た

小梅は客をそそのかしてお伊勢参りに連れ出し、帰途、大垣に至った＝写真は伊勢神宮


